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一人ひとりの子どもが「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを

味わい，確かな学力を身につける学習指導はどうあればよいか

～ 考える楽しさを味わう算数・数学の授業つくり ～



あ い さ つ

入来地域学力向上推進協議会

算数・数学部顧問 谷 口 浩 二

「小学校で学んだことが，中学校にうまく繋がっていない」とか「小学校で，もっと基礎基本を徹

底して付けて欲しい」とかの声が聞かれ，小中学校間の連携の必要性が課題となっています。

本研究は，平成１７年度から３か年にわたり「文部科学省『学力向上拠点形成事業』確かな学力育

成のための実践研究事業」の指定を受けた研究ですが，その土台は，平成１６年度から２年間にわた

り「川薩地区『基礎学力の定着』研究協力校」の指定を受けた入来小学校の研究です。

入来小学校では 「一人ひとりの子供が，楽しく学び・考え・分かり・活用する喜びを味わい，確，

かな学力を身につける学習指導はどうあればよいか」のテーマを掲げ，考える楽しさを味わう算数の

授業つくりを目指し，その成果を平成１８年２月に公開し参加者から高い評価を得ました。

平成１６年度からの研究の中心は，教材を通してどのような見方・考え方を育てたいのか，どのよ

うな子供を育てたいのかを共通理解した上で「いかに教えるか」と「何を教えるか」の一本化を図る

ための教材研究を大切にすることと，子供の実態や思考の連続性を生かした指導計画の作成にありま

した。

本研究を受けるにあたり，この入来小学校の研究に新しく「小・中の学習内容や実態を見通した授

業改善」と「義務教育９か年における算数・数学科の系統性や思考の連続性を考慮した指導計画の充

実」の視点を加味し，地域の算数・数学部会で研究を続けてきました。

本日にいたるまでには，北薩教育事務所や市教育委員会の指導を受けながら，視点や課題を明らか

にした研究を念頭に，校内研究はもちろんのこと，小学校教諭と中学校教諭によるＴＴ授業や，地域

の算数・数学部会での意見交換等を実施してきました。その結果，子供たちは，教師の手だてにより

深く考えて自分の考えを何とかして理解してもらおうと努めたり，友だちの考えを理解しようと真剣

に考えたりする中で，考えることの楽しさを実感してきています。また，６年生は中学校教師との授

業や中学校での体験授業等を通して，中学校への期待を膨らませ，中学校に進む事への不安を少しず

つ解消しています。

さらに教員は，相互の授業参観やＴＴ授業を通して，それぞれの指導内容や系統性への理解，自校

の指導法改善，相互の児童・生徒への理解を深めることができ，９か年を見通した指導のあり方につ

いて方向性が見え，指導計画の改善を図ることができました。また，これらの成果を地域内の各小中

学校に広げるため，研究授業への参加呼びかけの他に，長期休業中に地域内全小中学校合同の研修会

や模擬授業を実施して研究成果の拡大を図りました。

本日の公開授業や研究発表は，これまでの成果の一端でありますが，用意した紀要や指導案，資料

をもとにして，参加された先生方の熱心な協議によって研究への新しい示唆や教授が得られたら幸い

です。

最後になりますが，これまでの研究に深くかかわり御指導くださいました県教育委員会や北薩教育

事務所並びに薩摩川内市教育委員会に感謝申し上げあいさつといたします。
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Ⅰ 研究主題設定の理由

「生きる力」を培うことを基本的なねらいとした学習指導要領が実施され，６年目を迎えている。わたした

ちは，この学習指導要領をもとにして，子ども一人ひとりの個性や能力を尊重しながら，日々の授業つくりを

推進してきた。そして，平成１７年度より，文部科学省指定学力向上拠点形成事業の指定を受け，３年間の研

究を進めるに当たり，次のようなことを考えた。

人ひとりの子どもが「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを味わい，一

確かな学力を身につける学習指導はどうあればよいか
～考える楽しさを味わう算数・数学科の授業つくり～

時代の要請から

社会においては学力低下傾向が大きな話題に

なっている。そんな中，一人ひとりに「確かな

学力」を身につけさせるために，

○ 個に応じた，きめ細やかな指導で基礎

基本や自ら学び自ら考える力を身につけ

ること。

○ 発展的な学習で，一人ひとりの個性に

応じて子どもの力をより伸ばすこと。

○ 学ぶ楽しさを体験させ，学ぶ習慣を身

につけさせること。

○ 中小の連携を充実させ，学びの連続を

図ること。

などが求められている。

一人ひとりの子どもの学習意欲を育て，確か

な学力を身につけさせるとともに，考える楽し

さを味わわせたい。

算数・数学科の目標や目指す授業つくりから

算数・数学科においては 「数学的な処理の，

よさや数量や図形が持っている美しさに感動す

る子ども」や「苦労のなかで見出した楽しさを

味わいながら，ともに学ぶ楽しさを感得する子

ども」を育てる学習，一言で言えば「考える楽

しさを味わう学習」が求められている。また，

算数・数学的活動などの子どもの主体的な活動

を重視し，楽しさと充実感を目指す学習，基礎

・基本の確実な定着，基礎・基本を生活やこれ

からの学習に生かしていく工夫なども求められ

。 ， ，ている さらに 領域ごとの内容の改訂があり

内容面の削減，重点とされる見方や考え方の見

直しも行われた。

これらのことに留意しながら，確かな学力を

身につけさせるために，子どもたちが主体的に

創っていく授業つくりを追究したい。

児童・生徒の実態から

○ 明るくて元気があり，活動的な子どもが多
い。また，様々な活動においても意欲的に取
り組む姿が多く見られる。

○ 自分の考えや思いを上手く表現できない子
どもが多い。

○ 友だちの考えを聞いて，自分の考えに生か
していくことが十分とはいえない。

○ 基礎・基本の定着に個人差が大きい。
＜平成１７年度ＮＲＴ結果より ４月実施＞

領域 数と 量と 数量
計算 測定 関係

入来小 １０２ １０７ ９８１０１

入来中 ８５ １１２ １０１
（全国通過率を100）

○ 小中共に，図形領域は，通過率も高く個人
差も小さい。

○ 小中共に，数と計算領域は，習熟の程度に
。（ ， ）個人差が大きい 計算のきまり わり算等

○ 小中共に，数量関係に苦手意識を持ってい
る子どもが多い。条件や場面を読み取る力や
式をよみとる力が不足している。

○ 小中共に同じような傾向である。

図 形

これまでの教育実践から

入来小学校は，各学年１学級の学年構成で

あり，加配の教員配置もない。そこで，６Ｃ
フリー枠を活用し，ＴＴ指導や少人数指導を
取り入れ，算数科の授業つくりに取り組んで
きた。その結果，子ども一人ひとりの学びの

，実態に応じたきめ細やかな個別指導が充実し

個々の基礎学力を向上させることに効果があ
ることを確認することができた。複数の教師
が役割分担して協力しながら指導することに
より，授業に変化が生まれ，子どもの学習に
対する意欲にも高まりが見られた。

入来中学校は，２年生と３年生で複数の教
師による学習指導が行われている。
１７年度まで，小中合同での算数・数学部

会もなく，算数・数学に関する意見交換や授
業参観等も行われていなかった。小学校から

送り出した子どもたちの中学校での学びの実
， ，態をしり 中学校や他小学校との連携を図り

９年間を見通した指導を行うことで，算数・
数学科における確かな学力の育成が図れると
考えた。



Ⅱ 研究主題について

わたしたちは，これまでの研究のなかで，題材全体を見通した指導計画を立て，◇これまでの研究と課

複数の指導者による指導形態の工夫をし，実践してきた。その結果，子どもたちは，題

少しずつ，考えることの楽しさを味わい，多様な考えを出すようになりつつある。

また，自分なりに問題を追究し，積極的に見方や考え方を見出そうとする態度も育

ちつつある。しかし，自分の考えを発表したり，友だちの考えを聞いて自分の考え

と関連づけたりすることは，まだ十分にはできていない。さらに，その場では分か

っているようでも，時を経ることで忘れてしまう姿もあり，基礎・基本の定着に個

人差が見られる。

そこでわたしたちは，これまで同様，子どもの思考の連続を見通した指導計画に◇これからの方向性

基づく学習を充実させるとともに，考える楽しさを味わう算数的活動を通して，自

分の考えを言葉や図・絵で表現し，友だちと関わり合いながら学ぶことが必要だと

考えた。算数的活動を工夫して構成することにより，学習に楽しさと充実感が生ま

れ，基礎・基本の確実な定着，基礎・基本をこれからの学習や生活に生かしていく

力が身に付いていく。また，仲間とともに算数をつくり出す活動には，多様な考え

を出し合い，認め合い，高め合うといったよさがあり，子ども一人ひとりが確かな

学力を身につけていくことができる。このような学習が展開されれば，子どもたち

は成就感や満足感を味わい，考える楽しさを味わうことができると考えた。

「一人」は集団の中のひとりであり 「ひとり」は個々である。そして 「一人ひ◇研究主題のとらえ方 ， ，

「一人ひとりの子 とりの子どもが」とは，学習に取り組む全ての子どもが，自らの考えを持ち，表現

どもが」とは し，友だちの考えをよく聞き，それについての意見を持つことだととらえている。

学習の主体は，一人ひとりの子どもである。その一人ひとりの子どもは，学習に

対する興味・関心，理解の程度も様々である。一人ひとりの学習を成立させるには，

実態に応じた授業つくりを進めることが大事だと考えている。一人ひとりの実態を

考慮しながら 「共生 「共創」のよさをもつ一斉指導と個に応じた指導との調和を， 」

大切にし，一人ひとりがみんなのなかで学び合う学習にしたい。

「楽しく学び・考 楽しく学ぶとは，正しい答えを出すことだけではない。解決の方法を工夫しなが

え・分かり・活用 ら答えを求める過程の中にも楽しさがある。また，友だちと関わりながら学ぶ過程

する」喜びを味わ にも，新たな発見や驚きがあり，楽しさがある。そういった過程の中で，数量や図

いとは 形についての知識や技能の本質的な意味が明らかになることもあるし，数学的な考

え方などの便利さやよさを感じることもある。このように，子ども自身が自分の目

で見，体で感じ，自分の頭を使っていきながら主体的に楽しく学ぶことを通して，

見方・考え方や理解が深まっていき，身につけた基礎・基本をこれからの学習や生

活に生かしていこうとする姿を「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを味

わっている姿ととらえている。

「確かな学力を身 「確かな学力」を，知識や技能に加え，思考力・判断力・表現力などを含むもの

につける」とは で学ぶ意欲を重視した学力としてとらえている。

多様な考えと出会い，練り上げを通してそのよさを自分の考えに生かしていくこ

とが，考える力や豊かな見方・考え方を育て，自ら考える力や主体的に判断・行動

する力へとつながっていく。単に知識や技能だけの習得を重視するのではなく，子

ども本来が持っている学習への意欲を踏まえ，基礎学力の定着を図り，自ら課題を

見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決して

いく喜びを味わえるような学習活動を展開したい。



Ⅲ 研究の仮説と研究内容
＜研究仮説１＞

子どもの実態や算数・数学科９カ年の系統性，思考の連続性を考慮した指導計画を
作成し，個に応じた学習を展開すれば，子ども一人ひとりに基礎・基本を定着させる
ことができるのではないか。

（視点１） ９カ年の系統性と思考の連続性を考慮した指導の充実

研究内容
○ ９カ年でとらえた算数・数学科学びの特徴
○ ９カ年を見通した指導計画の作成と改善
・ ９カ年の学びを縦のつながりでとらえる（学習内容一覧，系統図の作成）
・ 基礎・基本の明確化を図り，学びを連続させる題材構成の工夫
・ 学び方や見方，考え方の連続性を図る工夫
・ 指導形態や算数的活動，評価規準等の位置づけ
○ ９カ年のつながりのある学習指導の工夫・改善
・ 問題解決的学習の見直し・改善
・ 発展的な学習と補充的な学習の工夫・改善
・ 個に応じた指導形態の工夫・改善
・ 自校の評価規準の効果的活用と指導法改善

＜研究仮説２＞
考える楽しさを味わう算数・数学的活動を効果的に組み入れ，算数・数学的表現力
を高める工夫をすれば，子ども同士のかかわりを深めながら，一人ひとりに考える力
を身につけさせることができるのではないか。

（視点２） 子ども同士の関わりの中で考える力を育てる授業づくり

研究内容
○ 育てたい「考える力」の整理
○ 考える力を育てる算数・数学的活動の工夫
・ 考える力を育成する教材，教具の開発
・ 子どもの考えをつなぐ算数・数学的活動の設定
○ 算数的表現力育成の工夫
・ ９年間を見通した育てたい算数的表現力
・ 子ども同士のかかわりを深める場の工夫・改善
○ 子どもたちの見方・考え方を深める練り上げの場の工夫・改善

＜研究仮説３＞
算数・数学の授業と関連づけながら，継続的なドリル学習や繰り返し学習を工夫し

たり，家庭学習の充実を図ったりすれば，学習習慣を身に付けさせ，一人ひとりに基
礎・基本を定着させることができるのではないか。

（視点３） 習熟を図る学習活動の工夫と家庭との連携

研究内容
○ 継続的なドリル学習や繰り返し学習の工夫・改善
・ 朝自習や計算タイムの効果的活用 ・ 子どものつまずきに応じた指導の充実
○ 算数科環境の整備
・ 算数コーナーの工夫 ・ 備品や教材の管理・工夫
○ 家庭学習の充実と習慣化を図る工夫・改善



Ⅳ 研究の組織及び研究の構想

１ 算数・数学部研究組織

＜算数・数学部会の主な取組＞
（ ）月１回の算数・数学部会の実施 各校より代表１名参加

・ 中小合同ＮＲＴ分析。 ・ 題材テストつまずき分析
・ 身に付けてさせたい力とは。
授業を通した連携の実施（年４回）

・ 相互授業参観（入来小・入来中・大馬越小）
・ 中小合同指導案検討会
・ 中小合同ＴＴ研究授業及び授業研究会

○ 指導計画集等（入来小 ○ 複式学級
や作成）の地域各校配布に の指導法

よる実践の共有化。 学び方の紹
・１単位時間の学習 介
・算数的活動例

２ 算数・数学部会研究の構想

入来中学校

入来小学校

小学校における指導上の
課題や習熟の図れなかった
内容などを，連携を通して
中学校教員が把握。
→ 小学校との連携で把
握したことを生かし，
指導計画や日常の授業
へ反映させる。

小学校で確かに身に付けたはずの学力が，中学校で生かされてい
るのか，もっと伸ばしておくべきことは何だったのか，連携を通し
て小学校教員が把握。
→ 中学校との連携で把握したことを生かし，指導計画や日常の
授業へ反映させる。

大馬越小学校

小中のつながりの強く表れている
数量関係・図形を中心に研究を推進

・ 分数の乗法（立式・答え）
・ 一次方程式
・ 文字式・代入と式の値
・ 図形の性質、三角形の合同、証明
・ 割合に当たる量の計算

・ 数の意味・表し方の内容
・ 四則計算
・ 小数でわることの意味，分数の意味
・ 式のきまり（□，△の活用）
・ 二つの量の関係 ・ 百分率

＜中学校におけるつまずき＞＜小学校におけるつまずき＞

四則計算の徹底に
ついては，各学校の
取組の中でおこない
ましょう。

中学校での，文字式へ
の抵抗が大きい。小学
校と連携して，式に表
したり，式をよんだりす
る学習を充実させたい。

図形の学習は，
中学校へ移行し
たものも多く，指
導に困っている。

比例の学習は小
学校と中学校とど
んなところが違っ
ているの？

指導方法や指導内容について互いの立場から共通理解を図り，各校の
指導計画及び指導方法の改善を行い，９カ年の学びの連続を図り，授業
の質を高める。

一人ひとりの子どもが「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを味わい確かな学力を
身につける学習指導はどうあればよいか。

～考える楽しさを味わう算数・数学の授業つくり～

実態・課題の把握

授業実践 指導の改善

・児童・生徒の学力検査分析
・題材テストのつまずき
・授業での評価や反応

・指導計画の作成
・系統性の把握
・授業展開の検討

・相互参観，合同ＴＴ授業
・日常の授業
・授業後の研修

中小合同研究授業・中小相互参観・中小合同研修

研究を進めるにあたり，欠かせないのは中小学校教員の意見交換と共通理解だと考え
共に授業を創り，改善していくことを主に連携を進める。

＜連携ＴＴ授業で教師にかえる部分＞
・ 共通の視点を持って，指導にあたることができる。
・ 学習内容や児童生徒のつまずきを実感し，それ
ぞれの学校に持ち帰って，指導に生かすことがで
きる。
・ 中学校の指導法と小学校の指導法の違いを実感
し，互いに学び，段差への配慮ができる。

＜連携ＴＴ授業で子どもにかえる部分＞
・ 専門的な中学校教諭から学ぶことで，意欲
の向上につながると共に，教師や数学に親し
みをもつことができる。

・ 小学校の学習を想起しながら，中学校の学
習に取り組むことができる。

課
題
の
把
握

研
究
の
進
め
方

入来小学校のこれまでの研究
を生かしながら，指導法の改善
や指導計画の改善に取り組ん
でいきましょう。

小中のつながりの強く表れている
数量関係・図形を中心に研究を推進

・ 分数の乗法（立式・答え）
・ 一次方程式
・ 文字式・代入と式の値
・ 図形の性質、三角形の合同、証明
・ 割合に当たる量の計算

・ 数の意味・表し方の内容
・ 四則計算
・ 小数でわることの意味，分数の意味
・ 式のきまり（□，△の活用）
・ 二つの量の関係 ・ 百分率

＜中学校におけるつまずき＞＜小学校におけるつまずき＞

四則計算の徹底に
ついては，各学校の
取組の中でおこない
ましょう。

中学校での，文字式へ
の抵抗が大きい。小学
校と連携して，式に表
したり，式をよんだりす
る学習を充実させたい。

図形の学習は，
中学校へ移行し
たものも多く，指
導に困っている。

比例の学習は小
学校と中学校とど
んなところが違っ
ているの？

指導方法や指導内容について互いの立場から共通理解を図り，各校の
指導計画及び指導方法の改善を行い，９カ年の学びの連続を図り，授業
の質を高める。

一人ひとりの子どもが「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを味わい確かな学力を
身につける学習指導はどうあればよいか。

～考える楽しさを味わう算数・数学の授業つくり～

実態・課題の把握

授業実践 指導の改善

・児童・生徒の学力検査分析
・題材テストのつまずき
・授業での評価や反応

・指導計画の作成
・系統性の把握
・授業展開の検討

・相互参観，合同ＴＴ授業
・日常の授業
・授業後の研修

中小合同研究授業・中小相互参観・中小合同研修

研究を進めるにあたり，欠かせないのは中小学校教員の意見交換と共通理解だと考え
共に授業を創り，改善していくことを主に連携を進める。

＜連携ＴＴ授業で教師にかえる部分＞
・ 共通の視点を持って，指導にあたることができる。
・ 学習内容や児童生徒のつまずきを実感し，それ
ぞれの学校に持ち帰って，指導に生かすことがで
きる。
・ 中学校の指導法と小学校の指導法の違いを実感
し，互いに学び，段差への配慮ができる。

＜連携ＴＴ授業で子どもにかえる部分＞
・ 専門的な中学校教諭から学ぶことで，意欲
の向上につながると共に，教師や数学に親し
みをもつことができる。

・ 小学校の学習を想起しながら，中学校の学
習に取り組むことができる。

＜連携ＴＴ授業で教師にかえる部分＞
・ 共通の視点を持って，指導にあたることができる。
・ 学習内容や児童生徒のつまずきを実感し，それ
ぞれの学校に持ち帰って，指導に生かすことがで
きる。
・ 中学校の指導法と小学校の指導法の違いを実感
し，互いに学び，段差への配慮ができる。

＜連携ＴＴ授業で子どもにかえる部分＞
・ 専門的な中学校教諭から学ぶことで，意欲
の向上につながると共に，教師や数学に親し
みをもつことができる。

・ 小学校の学習を想起しながら，中学校の学
習に取り組むことができる。

課
題
の
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研
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の
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方

入来小学校のこれまでの研究
を生かしながら，指導法の改善
や指導計画の改善に取り組ん
でいきましょう。



＜入来小学校研究の構想＞

一人ひとりの子どもが「楽しく学び・考え・分かり・活用する」喜びを味わい，確かな学力
を身につける学習指導はどうあればよいか。

～考える楽しさを味わう算数の授業つくり～

一斉指導のよさを生かしながら，個を大切にする子どもとともに創る学習を
学習（少人数指導・習熟度別指導等）とのバランス

＜算数の楽しさ＞ をとって題材全体を指導する。
・発見する楽しさ
・考える楽しさ
・活用する楽しさ

目指す授業つくり・創る楽しさ
＜算数のよさ＞
・簡潔さ ・明瞭さ ＜視点１＞
・的確さ ・統一性 ９か年の子どもの実態や系統性，思考の連続性を

＜算数の美しさ＞ 考慮した指導計画の充実。
・よさを求めていく過程
・抽象性 ・論理性 ＜視点２＞
・形式性 ・完全性 算数的活動を工夫し，子ども同士のかかわりを深

めながら考える力を育てる学習活動の工夫。

＜視点１＞子どもが動き出すきっかけをつく
一単位時間の取組の反省と評価を生かした授業改善。るために

① はっきりさせたいという意識
を持たせる。

。② 既習と未知の境界に立たせる
＜視点３＞③ きまりへの予感を持たせる。
習熟を図る学習活動の工夫と家庭との連携。④ ちょっと難しいと思うような

場面に挑戦させる。
⑤ 発展的な見方をさせる。

【改善のための留意点】
【１単位時間の指導において】
○ ４５分で授業を成立させる。 ○ 本時は前時の上に立つ。
○ 自力解決における教師の指導の工夫。 ○ 練り上げにおける学び合い，高め合い。
○ 個で学ぶ場と全体で学ぶ場のバランス。 ○ 定着の場での学習活動（練習問題）の工夫
○ 自己評価及び学習のまとめの工夫，家庭学習との連携。○ 効果的な複数指導体制の工夫

【題材全体を見通して】
○ 子どもの思考の連続性を生かした指導計画の作成。 ○ 子どもの実態に応じた指導の流れ。
○ 基礎・基本と培いたい見方・考え方の９年間を見通した分析。
○ 考えさせるべき場と教えるべき場のバランス。
○ 関連する既習事項と結びついたオリエンテーションの場の工夫。

【日々の授業の課題】
○ 導入に時間がかかり，学習のまとめや習熟の場まで行き着かないことが多い。
○ 自力解決の時間が間延びしがちになる。
○ よいアイデアを抱いているのだが，その子どもの考えを引き出し，つないでいくことができないた
め，練り上げの場が一部の子どもの発表になってしまい，学び合い・高め合という段階まで行かない
ことが多い。

○ 楽しく学び，分かりやすい授業を展開しようとしているが，考える・活用するという場のさらなる
充実が求められる。

○ 学ぶ意欲の向上 ○ 学び方や考え方を身につけた子どもの育成
○ 学習直後の定着度と時間が経過してからの定着度のギャップ。定着に向けた工夫
○ 題材全体のつながりから題材を越えた縦のつながりへ

】【考えることが楽しいと感じているとき
～目指す子どもの姿～

○ 既習事項を用いて解決方法を見出したとき
○ 多様な解決方法を試行錯誤しているとき
○「なぜ」の説明ができたとき
○ きまりを発見できたとき
○ 一見異なるものの中に，同じものがみえたとき
○ 問題が解決したあとも，学習した問題を発展（場面や条件をかえる，逆から考える，身の回りから
関連するものを考える等）させて考えているとき

○ 自分の考えが，集団の中で生かされたり，認められたりしたとき
○ 友だちといっしょに考える中で，分からないものが分かったとき

日
々
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業
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し

授
業
の
質
を
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Ⅴ 研究の実際
１ ９か年の系統性と思考の連続性を考慮した指導の充実【視点１】

⑴ ９か年でとらえた算数・数学科の学びの特徴
小学校と中学校の学習内容を比較すると，中学校では１時間の学習時間に指導すべき内容が大変多く，
具体的操作よりも念頭操作が中心となっている。中学校の念頭操作中心の学習に適応させるためには，小
学校段階で，ただ単に念頭操作に慣れさせていくだけではなく，念頭操作を支える具体的操作活動や図や
表に表したりする活動を多く取り入れていく必要がある。また，自分の考えや友だちの考えを練り上げ，
整理していく授業を繰り返す中で，論理的な思考を徐々に高めていくことも必要である。特に，中期にお
ける小学校と中学校，互いが歩み寄った授業改善が必要だと考える。
子どもたちの発達段階に応じた算数・数学科の学びを大きく次のように考えている。
＜論理的な思考が定着してくる（中２・３）＞

小学校で体験し，帰納的に学習してきた内容後
について再度整理し，それがいつも成立してい

くことを演繹的に導き出す。あるいは，その正期
しいことを論理的に確かめていく。

＜具体から抽象へ思考が変化（小５～中１）＞

念頭での操作についての発達に個人差が大き中
くみられる時期。小５・６年時の算数の授業と

（ ）期 中学１年時の数学の授業との歩み寄り 橋渡し

。 。の工夫が必要 演繹的に考える場が増えてくる

＜具体物を使った思考をする（小１～小４）＞

図を描いたり，切ったり，折ったりする具体

的な操作を通して，いろいろなことを帰納的に前
導き出すことに主なねらいをおく。

具体物を通して「上手にできた 「うまくいっ期 」

た」という達成感が得られることが大切。どう

してそうなるのかを説明しようとする態度や意

欲が，後の数学的思考へとつながっていく。

⑵ ９か年を見通した指導計画の作成と改善
基礎・基本の定着を図り，数学的な見方

・考え方を育てるために，９か年の学びを
連続させることが大切だと考え，子どもの
実態に合わせて思考のつながりを意識しな
がら教科書の指導計画を見直し，自校化す
ることにした。現在の学習内容が「どの既
習内容と関連があるのか 「どのように発展」
していくのか」を大切に指導することで，
子どもたちはこれまでに身につけてきた学
力を使って問題を解決する喜びを味わうと
ともに，身につけてきた既習内容の学び直
しができる。つまり，子どもたちの思考が
連続していくのである。この学習のつなが
りを９か年という縦のつながりのなかでと
らえ直すことで，確かな学力が身につくと
考えた。
指導計画を作成するにあたり，特に次の４点を考慮した。

○ 子どもの実態やつまずき
○ 学びを連続させる題材構成の工夫
○ 一斉学習と個を大切にした学習（少人数指導等）とのバランス
○ 発展的な学習の効果的な配置

ここでは，９か年の学びをつなぐというねらいから，学びを連続させる題材構成の工夫について述べた
い。
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具体から抽象へ思考が変化
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論理的な思考の定着
中学３年
中学２年

具体と念頭の行き来
直観と理論の行き来
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共通して使える見方・考え方
素地となる算数的活動

これからの学習内容

これからの学習内容 これからの学習内容

共通して使える見方・考え方
素地となる算数的活動

これまでの学習内容

現在の学習内容

【既習内容をいかす】
・自分が身に付けてきたものを使って，
解決できる喜びを味わえる。
・既習内容を使うことによる学び直し
ができる。
　　→　既習事項の定着，拡張

【未習事項につなぐ】
現在の学習は，今後どこで，どのよう
にいかされていくのか，ここでどんな
学習体験をさせておくべきか，はっき
りさせた上で指導を。

共通して使える見方・考え方
素地となる算数的活動

これからの学習内容

これからの学習内容 これからの学習内容

共通して使える見方・考え方
素地となる算数的活動

これまでの学習内容

現在の学習内容

【既習内容をいかす】
・自分が身に付けてきたものを使って，
解決できる喜びを味わえる。
・既習内容を使うことによる学び直し
ができる。
　　→　既習事項の定着，拡張

【未習事項につなぐ】
現在の学習は，今後どこで，どのよう
にいかされていくのか，ここでどんな
学習体験をさせておくべきか，はっき
りさせた上で指導を。




